
目
蓮

の
著
書

に
於

け
る
善
無
畏
三
藏

の
法
華
経
肝
心
呪

に
就

て

(
竹

田
)

日
蓮
の
著
書
に
於
け
る
善
無
畏
三
藏
の

法
華
経
肝
心
呪
に
就
て竹

田

日

澗

(1)

日
蓮

(1
2
2
2
-1
2
Q
N
)
は
其
著
開
目
抄

に

於

て

『
善

無
畏
三
藏

(63
7馬
3
5
)

の
法
華
経
肝
心
呪
は
南

天
竺
鐵
塔
中

の
法
花
経

の
肝
心
眞
言
也
』
と
云
ひ
、
又
、

謹

測
花
経
に
於

て
、
此

法
花
経

の
肝
心
陀
羅
尼

は
無
畏
三
藏
南
天
竺
鐵
塔
中
に

於

て
之

を
得
、

金
剛
智
、

不
室
、

一
行
阿
閣
梨
等
相
傳

の
秘
密
押
呪
也
(
取
意
)

と
註
し
て
ゐ
る
。
眞
言

と
は
呪
、
梵

語
に
は

m
a
n
t

と

云

ひ
陀

羅
尼
曼
慢

羅

と
も
紳

呪
と
も

云
ふ
。
善
無
畏

の
法
花
経
眞
言
と
は
家

の
文

で
あ
る
。

ア
ヒ

嚢
誤

三
曼
陀
没
駄
南

麟
命
普
佛
陀
。
晦

=
三
身

如
來
。

阿
阿
暗
悪

旺
開
示

悟
入
。

薩
縛
穀
陀
枳
撰

一
切
佛
知
。

婆
乞
蕊
既
耶

=
見
。

識
識
婁

三
婆
縛

=

如

虚
空
性
。
羅

乞
叉
禰

11
離
塵

相
也
。

薩
哩
達
磨

=
正
法
也
。
浮

陀
哩
迦

H
白

蓮
華
。

蘇
駄
覧

=
経
。
惹

入
。
畔

11
遍
。
鑛

=
住
。
獲

n
敷
喜
。

縛
日
羅

H

堅
固
。
羅

乞
叉
鎗

11
擁
護
。
咋

11
空
無
相
無
願
。
沙
婆
詞

鰭
決
定
成
就
。

曇
誤

n
a
m
a
h

は
南
無
、

圖
命
、

蹄
敬

の
義

で
あ
る
。

三
曼
陀
 
sa
m
a
n
ta

は
普
遍

の
義

で
あ
る
。

浪
駄
南

b
u
d
d
h
a
u
a
m

鳳
諸
佛

の
義
、

ブ

ツ
ド

ハ
ー
は

畳

の
義

で
佛
陀
、

ナ

ソ
は
諸

の
義
、

ナ

マ
フ
を
加

へ
て
蹄
命
普
佛
陀

で
あ
る
。
没
駄
南

と
註

ゆ
蹄

命
と
が
日
蓮
続

法
華
輕
、
昭
和
定
本
の
日
蓮
婆

、
足
利
時
代
印
融
の
藷

尊
眞
言
句
義
抄
等

に
は
記
さ
れ
て
ゐ
な

い
。
但
だ
日
蓮

の
縮
遣

だ
け
に
あ
る
。

(
5
)

李
安
朝
の
小
野
仁
海
著
、
諸
眞
言
要
集
中
の
有
無
は
不
明
で
あ
る
が
没
駄
南
の

三
字
は
眞
言
の
定
例
で
あ
つ
て
之
を
歓
く
は
呪
の
意
義
を
失
ふ
の
で
あ
る
。

(
6
)

以
上

は
法
花
肝
心
呪

の
序

で
露
敬
文
、
次

の
晦

か
ら
吐
コ迄
は
本
文
、
最
終

の

沙
婆
詞

は
結
文

で
あ
る
が
之
を
辮

へ
ね
ば
呪
文
の
正
解
は
不
可
能

で
あ
る
。

晦

ぢ

は

一
切
諸
法
最
初
根
本

の
聲
で
麟
敬
語

の
次

に
置

か
れ

『
正
に
如
斯

し
』
と

の
謹

明
で
感
嘆
詞

の
癒

!

で

あ
り
、
無
我
、
南

無
の
義

と
も
な

る
。

晦
は
又
オ

ソ
ウ

ソ
ェ
ソ
の
三
督
を
生
じ

て
ア
ウ

ム
の
三
天
、

法
報
鷹

の
三
身
佛

と
も
な
る

の
で
あ
る
が
、
蝕

で
は
輩

に
、
臆
!

で
宜

い
と
思

ふ
。

阿
陳
暗
悪

a

督
は
開
示
悟
入
、
獲
心
修

行
葺
提

浬
繋
、
東

西
南

北

等

の
義
、

ア
は

一
大
字
母
と
し
て

一
句

の
全
意
を
包
含
し
、

ア
ー
ア
ソ
ア
フ
の

三
字
母
は
ア
の
攣
化
で
あ
る
。
ア
は
晦
の
如
く
一
切
諸
法
根
本
の
馨

あ
露

眞
理
の
根
元
で
あ
り
、
沮
り
ア
字
は
本
來
不
生
、
本
有
常
住
の
謹

云
つ
て
不

生
不
滅
の
久
成
本
愈
佛
、
本
因
本
果
の
結
晶
本
法
の
妙
法
五
字
、
九
界
の
衆
生

簑

も
是

し
、
東
靖

出
の
本
饗

心
門
に
於
て
壽
量
.煎
の
教
嚥

迦
毒

佛
の
知
見
た
る
本
佛
御
心
中
の
一
念
三
千
を
具
足
せ
る
是
好
良
藥
の
南
無
妙
法

(
12

)

蓮
華
経
を
開
く

の
が

ア
字
で
あ
り
、
所
化
己
心

の
本
佛
は
天
月

の
影

で
あ
る
。

阿

a
は

ア
の
攣
化
で
修

行
黙

で
あ

り
、
南
方

の
示
佛
知
見
で
あ
る
。

暗

a
彊

も
亦

ア
の
攣
化
、
塞

の
菩
提
黙
、
西
方

の
悟
佛
知
見
で
あ
る
。

惑

a
h

も
亦

ア
字

の
攣
化
、
浬
繋
黙

、
北
方
の
入
佛
知
見

で
あ
る
。

薩
縛
毅
陀
枳
躍
沙
乞
劉
既
耶

sa
rv
a
-b
u
d
d
h
a
び
a
n
a
k
 
b
h
y
a
hサ
ル

ギ

は

一
切
、
ブ

ッ
ダ

ハ
ー
は
佛
陀
、

孝

ノ
ゐ

知
、

サ
キ

シ

垂

ヤ
は
眼

見
、
以
上

で

『
一
切

の
佛

知
見
は
』

の
義
、
水
月

の
我
等

に
具
す
る
天
月
繹
迦

本
奪
佛

の
知
見
は

一
念
三
千

の
妙
法
蓮
華
経

で
あ
る

と
の
意

で
あ
る
。

餓
墾

襲
三
婆
縛

g
a
n
a
s
a
h
ロ

ギ
ヤ
ギ
ヤ
ノ
ウ
は
虚
室
の
義
、
サ
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ン
バ
バ

は
性

の
義
、
廣
大
無
邊
な
る
盧
室

の
如
き
佛
性

の
意
で
あ
る
。

(
14
)

羅
乞

叉
爾

a
k

は
離
塵

相

の
義
、

法
身
を
具

す

る

事
三
十

二
相

八
十

種
好
の
久
成
羅
迦
本
奪
佛

で
あ
る
と

の
意

で
あ
る
。

薩
哩
蓬
磨
浮
陀
哩
迦
蘇
駄
覧

のa
d
d
h
a
rm
a
-
u
n

s
 
U
t

サ

ツ
ド

は
薩
で
あ
り
正
良
善

の
三
義
を
含
め

る
妙

で
あ
り
具
足

の
義

で
あ

る
。
ダ

ル

マ

は
法
、
プ

ン
ダ
リ
ヵ
は
白
蓮
華
、

ス
ー
ト
ラ
ム
は
経

の
義
で
あ
る
。
該

の
法
花

(
15

)

輕
肝
心
眞
言
の
全
文
中
に
於
て
所
謂
肝
心
た
る
扇
の
要
目
に
當
る
所
は
薩
た
る

(
16
)

(
17
)

妙

の

一
字

で
あ
る
。
國
王

の
夫
入
た
る
妙
か
ら
生
れ
た
王
子
が
國

圭
本
奪
佛
と

(
18
)

な
る
の
で
あ
る
。

本
有

の
三
因

た
る
佛
母
正
法
か
ら
生
れ
な

い
本
佛
竜
衆
生
も

(
19
)

噺

じ
て
あ
り
得
な

い
。
さ
り
と

て
能
生

の
女
性
た
る
妙
法
五
字

の
曼
茶
羅
を
以

て
父
王
其
物

の
本
奪

と
す
る
事
は

日
蓮
教
を
亡
す
も

の
で
あ

る
。

惹
咋
鍵
獲

強
a
h

u

a

k
o
壱

ジ
ヤ
グ
は
佛
知
能
入
の
義
、

フ
ー
ム
は

諸

法
本
膿

の
義
、

プ
ソ
は
遍
く
十
方
世
界
に
安
佳
す

る

の
義
、

コ
ク
は
法
悦
叡

喜

の
義
、

以
上
弱
咋
鍵
働

で
入
我
我
入
印

身
成
佛

の
意
で
あ

る
。

縛
日
羅
羅
乞
叉
輪

V
a
r
a

a
k
 
m
a
膏

バ
ザ
ラ
は
堅
固
、

ア
ラ
キ

シ
ヤ
は

擁
護
、

マ
ソ
は
無
我
、

無
慾
利
他

の
信
仰
者
で
あ

っ
て
こ
そ
始

め
て
繹
迦
本
奪

佛

は
堅
固
に
御
守
護
あ
る
な
れ
、

と

の
意
で
あ
る
。

咋

h
u

は

一
切
諸
法
終
極

の
聲

で
本
文

の
終
り
に
用
ひ
ら
れ
る
字

で
あ
り

感
謝

の
結
言
で
あ
る
。

室
無
相
無
作

の
三
解
腕
を
得
た
満
願

の
謹
言

で
あ
る
。

沙
婆
詞

s
v
a
h

は
呪
文
最
終

の
字

で
決
定
圓
満
吉
群
成
就
義

で
あ

る
。

(
20
)

以
上
法
花
経
肝
心
呪
全
文
の
意
を
要
結
す
れ
ば
、
大
島
仲
太
郎
氏
の
読
で
は

『
一
切
諸
佛
に
蹄
命
し
奉
る
。
盧
室
と
共
に
廣
大
無
邊
な
る
佛
知
見
を
開
示
せ

ら
れ
た
る
妙
法
蓮
華
経
に
依
っ
て
菩
提
心
を
引
入
し
堅
固
に
擁
護
せ
し
め
給

へ
』
と
あ
る
。
妙
法
五
字
中
の
佛
を
ば
善
無
畏
は
大
日
如
來
と
見
た
で
あ
ら
う
。

日
蓮
の
開
目
抄
は
少
分
述
門
的
で
あ
る
。
私
は
本
門
思
想
た
る
観
本
抄
の
御
聖

意
に
依
て
開
目
抄
の
法
花
経
肝
心
呪
を
要
澤
す
れ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。

一
切
の
諸
佛
を
統

一
し
抱
容
せ
る
妙
法
蓮
花
輕
中
の
繹
迦
本
奪
佛
に
南
無
し

奉
る
。
億
1

教
主
繹
奪
御

L
念
の
三
千
具
足
三
種
世
間
た
る
佛
知
見
を
藥
味

(
21
)

の
寳
珠
と
し
て
包
め
る
是
好
良
藥
の
南
無
妙
法
蓮
花
纏
が
我
等
衆
生
に
具
足
せ

(
22
)

る
事
を
開
示
悟
入
せ
し
め
ん
事
よ
。
虚
室
の
如
き
廣
大
無
邊
な
る
法
中
三
身
佛

の
法
性
と
、
報
鷹
二
中
三
身
佛
の
顯
本
た
る
三
十
二
相
八
十
種
好
の
實
相
と
を

(
23

)

具
足
せ
る
佛
種
子

一
念
三
千
の
妙
法
蓮
花
経
こ
そ
我
等

の
心
中
に
具
足
せ
る

一

切
の
佛
知
見
に
て
あ
れ
。
此
妙
法
且
ハ足
の
本
佛
知
見
中
に
悟
入
し
遍
く
安
佳
し

(
24

)

て
緻
喜
せ
ば
入
我
我
入
せ
る
無
我
の
我
等
を
堅
固
に
守
り
給
ひ
、
以
て
無
始
の

(
25
)

(
26
)

(
27
)

(
28
)

古
佛

と
等

し
き
今
考
己
満
足

の
三
解
腕

を
ば

不
求
自
得
し
て
現
世
に
印
身
成
佛

せ
し
め
給
は

ん
事
決
定
と
し
て
疑

ひ
な
け
む
〇
吉
群
あ
れ
。

(
御
叱
陀
を
請

ふ
)

1

定
本

五
七
〇
頁
縮
遺
七

八
三
頁
、

2

拾
遺

三

一
頁
註
法
花
纒
巻
十
、

3

兜

木
教
授

の
御
指
示
に
依
る
、

4
5

啓
蒙
巻

六
ノ
七
一=
一
頁
、

6

荻

原
雲
來
丈
集

九
〇

二
頁
、

7

観

本

抄

定

本

七

一
二

下
四
行
、

8

同
七

一
一
下
四
行
、

9

開
目
抄
定
本
五
七
〇
下

四
行
、

10

同
五
六

九
上
七
行
、
11

同

五
七
〇
上
七
行
、

12

襯
本
抄
定
本

七

一
二
下
四
行
、

13

開
目
抄
定
本

五
五
三
上
三
行
、

14

同
五
七
〇
下

五
行
、

15

開
目
抄
定
本

五
七
〇
上
六
行
、

16

同
五
七
〇
下

五
行
、

17

襯

本
抄

定
本

七

一
〇
上

八
行
、
18

同
七

一
〇
下

二
行

七

一
一
上
三
行
、

19

同
七

一
九
下
七
行
、

20

立
正
大
學
論
叢

創
刊

一
七
九
頁
、

21

観
本
抄

定
本
七
二
〇
下

二
行
、

22

開

目
抄
定
本

五
七
〇
下

三
行
、

23

襯
本
抄
定
本

七

一
一
上
六
行
、

24

同
七

一
二
上

四
行
、

25

同
七

一
一
下
二
行
、

26

開
目
抄
定
本

五
七
〇
末
行
、

27

同
六
〇
四
下
三
行
、

28

同

五
七
九
上
四
行
、

口
蓮

の
著
量
日
に
於

け
る
豊
自無
畏

三
藏

の
法
華

脛
肝

心
呪

に
就

て

(竹

田
)
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